
取組事業の紹介

 国際理解講座の開催
京都府国際交流員（京都府国際センター駐在）の企
画により、外国の文化や社会に関するテーマをとりあ
げ、異文化理解を促進するための講座を開催
〈実施事例〉
国際理解講座（異文化理解サロン等）の開催
　　「世界の教育制度～フランス、アメリカ、台湾～」
　　「京都府のＡＬＴが語る日本の英語教育」ほか
フランスサロンの開催
　　「  フランスにおける日本文化～フランス人から

見た日本～」　ほか

 日本文化紹介活動の支援
書道、手まり、生け花、着物着つけ、折り紙、茶道等、
日本文化を外国人住民が体験する機会として、ボラン
ティア団体による日本文化紹介クラス活動を支援

 国際交流員の派遣
京都府内の公的機関・団体、学校等からの依頼に応
じ、京都府国際交流員が依頼団体を訪れ、講義やワー
クショップ、料理教室等を実施
〈交流イベント等への協力事例〉
  　「なんたにあん Kids’ カーニバル」（南丹市国際交流
協会）、「ワールドフェスタ」（亀岡国際交流協会）、講演・
料理教室（大山崎町国際交流協会）ほか

   京都府名誉友好大使自主活動実行委員会活動
の支援
  　「外国語プラザ」「世界の仲間と語る会」等の開催
に際して、会場提供、事務支援、広報協力等を実施

   JICA（独立行政法人 国際協力機構）京都デスク
の配置
当センター内に JICA国際協力推進員が駐在し、国
際協力に関する情報提供コーナーも設けることによ
り、国際協力に関する問合せ等に対応

◆パネル展の開催
京都駅ビル 9階の当センター内において、世界各地

で国際協力や国際交流を積極的に行っている民間活動
団体等を広く紹介するパネル展を開催（平成 28年 9
月まで）

 国際協力ステーションの開催
府内を拠点に活動する国際協力活動団体の活動や団
体・企業の様々な取組事例を府民に紹介するとともに、
国際協力や多文化共生について理解を深めてもらうた
め、JICAと共催し、京都駅ビル内で開催

第16回開催概要（設立20周年記念）

開 催 日  平成 28年 9月 10日（土）～ 11日（日）
参加団体 18団体
講　　演  Dari K株式会社　代表取締役　吉野慶一氏
   「京から広がる、国際協力の道～カカオを

通して世界を変える～」ほか
駅ビル 2階インフォメーション前スペースでは、参加
団体がブース形式で出展し活動紹介

ンティア団体による草の根支援活動まで、様々な目的
と形態による活動が行われています。当センターでは、
これらの諸活動をサポートし「多文化共生の地域づく
り」への理解が深まることを目指しています。
特に、現在の世界に目を向けると、国や地域を超え
て社会的な格差や貧困が広がる中、未来に展望が持て
ない社会不安により、かつてない勢いで難民が発生し
無差別テロが頻発するなど、憎悪や怨嗟が拡大再生産
され、内向き志向や排他主義が台頭するという「負の
連鎖」が続いています。
こうした時代にこそ、「異文化理解」や「多文化共生」
の視点から異なる考え方や価値観、生活文化を「地域

力の強み」として地域社会に取り込み、「信頼」と「共
感」を求心力としながら、新たな「気付き」や「発想」
また「互助・互恵」の価値観の醸成に繋げながら、地
域社会づくりの原動力に変えていくことが求められて
います。
こうした「多文化共生」への積み重ねがあってはじ
めて「負の連鎖」が断ち切られ、憎悪や紛争が、信頼
や互助・互恵の絆に生まれ変わり、自分も相手も、そ
して地域社会も世界も変わり始めるのではないでしょ
うか。
このような観点から、「国際理解・国際交流」「国際
協力」の取組を進めています。

国際理解・国際交流の推進

国際協力の推進

24



◆多文化共生推進のための環境づくり
○地域国際化ネットワーク会議の開催
第 1回   9月 14日：南丹地域（京都府南丹広域振興局）
 10月  6 日：中丹地域（京都府中丹広域振興局）
 10月 7 日：南部地域（京都府山城広域振興局）
 10月 21日：京都市域（京都市役所）
 12月 21日：丹後地域（京都府丹後広域振興局）
 参加：市町村、市町村国際化協会
 共催：京都府
第 2回 12月 8日：丹後・中丹・南丹地域（綾部市市民ホール）
 12月 18日：南部地域（京都府国際センター）
 参加：市町村国際化協会

○多文化共生・国際交流プラットフォーム事業＜新規＞
▼  多文化共生コーディネーター育成研修会の開催（京都府
国際センター）＜設立 15周年記念事業＞
　第 1回 11月 30日　「多文化共生概論」
　第 2回   12月 9 日　  「コミュニケーション支援～あって

はならないちがいをなくす～」
　第 3回  12月 14日　「外国にルーツを持つ子どもの教育」
　第 4回   12月 16日　  「外国人住民の自立と社会参画～ち

がいを尊重する社会づくり～」
  参加：  地域の国際化協会役職員、行政職員、ボ

ランティア等  延べ 109名
○外国籍府民のための生活相談等
▼外国籍府民向け相談窓口の設置（京都府国際センター）
   言語：  英語（月・火）、スペイン語（水）、ポル

トガル語（木）、タガログ語（木）、中国
語（金）、韓国・朝鮮語（土）

 相談件数：2,003件
▼ 出入国管理に関する専門家による無料相談の実施
　毎月第 4日曜日（京都府国際センター）
 相談件数：外国籍府民等 31件
 協力：京都府行政書士会

◆多文化共生情報発信事業
○多言語による生活、防災等情報発信
▼  ホームページ（6言語）アクセス数：45,994件
▼メールマガジン（日本語）　月１回　　登録：759名
▼  携帯メール（ひらがな、3言語）月 2回　登録：336名

○センターニュースの発行（日本語、英語）　年 4回
　発行部数：日本語 3,000部　英語 1,000部

◆地域間交流の推進
○ホームビジット・ホームステイの実施

5月 28日～ 29日：  京丹後市　「鳴き砂体験等」
 参加：留学生等 30名
 共催：京丹後市国際交流協会
11月 12日～ 13日：精華町　「けいはんな見学、芋掘り等」
 参加：留学生等 15名
 共催：精華町、せいかグローバルネット
12月 3日：亀岡市　「おせち料理、ファミリー交流」
 参加：留学生等 16名
 共催：（財）亀岡市交流活動センター
3月 10日～ 11日：精華町　「いちご狩り、ホームステイ」
 参加：留学生等 15名
 共催：精華町、せいかグローバルネット

平成 23年度

多文化共生のための地域づくり
◆モデル日本語教室の開催　（京都府国際センター）
【春期】  月木コース　 5月 9日～ 7月 14日
 土曜コース　 5月 14日～ 7月 16日
【秋期】 月木コース　10月 3日～ 12月 15日
 土曜コース　10月 8日～ 12月 10日
 参加：外国籍府民　延べ 2,430名

◆日本語プラーベートレッスンの実施
  登録ボランティアによるレッスン（京都府国際センター）
外国人住民　延べ 985名が受講

◆地域日本語学習支援体制の整備＜新規（文化庁事業）＞
○日本語学習支援ボランティア養成講座

5月 28日～ 7月 30日　全 10回（文化パルク城陽）
 参加：40名
 共催：城陽市、城陽市国際交流協会
○日本語学習支援ボランティア研修会

6月 26日（福知山市市民会館）
7月 23日（峰山総合福祉センター）
8月 27日（綾部市林業センター）
 参加：日本語支援ボランティア　延べ 106名
 共催：  福知山市、綾部市、福知山市教育委員会、

綾部市教育委員会、福知山市日本語交流会、
京丹後市国際交流協会、綾部国際交流協会

5月 15日、6月 18日、7月 9日
 (木津川市役所、加茂文化センター )
 参加：日本語支援ボランティア　延べ 84名
 共催：木津川市国際交流協会
○日本語支援ボランティア・コーディネーター研修会

1月 14日、15日（京都府国際センター）
 参加：日本語支援ボランティア 32名
 共催：京都にほんご Rings
○日本語指導研修会
　2月 25日（京都府国際センター）
 参加：日本語支援ボランティア 49名
 共催：京都「えき」日本語教室
○日本語支援ネットワークの構築
▼  京都府内の地域日本語教室で構成される「京都にほんご

Rings」との連携
　・活動の本拠を国際センター内に設置＜新規＞

◆災害時支援体制の構築
○外国籍府民向け防災オリエンテーションの実施

7月 9  日（京都市市民防災センター）参加：外国籍府民 10名
1月21日（京都テルサ）参加：外国籍府民 68名
○外国籍府民向け防災訓練の実施

9月 4 日（京都舞鶴港埠頭）…台風のため中止
1月21日（京都テルサ）
 参加：  市町村国際化協会、ボランティア、外国籍

府民 74名
 共催：  京都府、京都市、近畿地域国際化協会連絡協議会
○災害時外国籍府民サポーター研修の実施

8月 21日（舞鶴市林業センター）
11月 12日（城陽市国際交流協会）
12月 18日（京都府国際センター）
 参加：市町村国際化協会、ボランティア 57名
○防災ガイドブックの整備（やさしい日本語、6言語）

日本語学習支援事業

災害時支援事業

平成23年度から平成28年度までのあゆみ
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○近畿地域国際化協会連絡協議会との連携・共催事業
▼東日本大震災後の現地派遣等
　・  京都府国際センター登録ボランティア等が現地を訪れ、
事務支援等を行った

 期間：4月 8日～ 24日
 派遣先：（財）仙台国際交流協会
▼研修・訓練の実施　3回（大阪国際交流センターほか）

○日本語を母語としない保護者への支援
▼  パネルディスカッション「日本と海外の学校生活を比べ
てみよう！」
　11月 20日（京都府国際センター）
 参加：在住外国人児童支援に関わる府民等 41名
○日本語を母語としない保護者のための学校生活ガイダンス
　2月 26日（京都府国際センター）
 参加：  中国、インドネシア、フィリピン出身者の

保護者と子ども 25名
 共催：  渡日・帰国青少年（児童・生徒）のための

京都連絡会（ときめき）

◆留学生等支援事業
○海外人材ジョブカフェ・留学生相談事業への協力

 主催：ＫＹＯの海外人材活用推進協議会、京都府
 日時：水・金・土曜日
 場所：京都府国際センター
 対象者：  留学生等、海外人材の雇用を考える企業
 件数：642件
○留学生のためのビジネス日本語講座の開催＜新規＞

10月 22日～ 12月 21日の土・水曜日（京都府国際センター）
 参加：留学生 15名

◆留学生等の交流推進
○祇園祭体験事業（7月 17日）　参加：25名
外国人住民祇園祭曳き手ボランティアの活動支援
○京都留学生体育祭（第6回）の開催

11月 19日（京都府立体育館）
 参加：京都で学ぶ留学生等 400名
 共催：京都留学生体育祭実行委員会、京都府

◆国際交流事業
○  京都府国際センター　ロゴマークの作成＜設立15周年記念事業＞
募集時期：6月 1日～ 7月 31日
応募数：440名から 511点の応募
  最優秀賞受賞者：   村上 裕香 さん（京都女子大学家政学部

3回生）
授賞式：11月 10日（京都府国際センター）
授与者：ロゴマークデザイン選考委員会
　　　　  委員長　奈良 磐雄 氏（（社）京都デザイン協会理事長）
○日本文化紹介クラスの開催（京都府国際センター内）

  書道、生け花、茶道、日本舞踊、着物着付け、折り紙、手まり、
合気道
○日本文化紹介デーの開催

12月 4日（京都府国際センター）
「日本文化紹介クラス」が一同に会して、日本文化を紹介
 参加：  外国籍府民等 120名
○京都府・エディンバラ市青少年文化芸術交流事業
　＜設立15周年記念事業＞

外国人児童等教育支援事業

留学生等との共生推進

国際交流・国際理解の推進

11月  9  日（京都府立嵯峨野高等学校）
 ワークショップ 1　「砂：想像から作り出す形」
 参加：京都府立嵯峨野高等学校生徒 24名
11月 10日（京都府国際センター）
 講演会　「エディンバラとエディンバラ芸術大学」
 参加：一般府民 48名
11月 11日（京都府国際センター）
 ワークショップ 2　「街の自然を描いてみよう」
 参加：一般府民 11名
11月 12日（京都府立嵯峨野高等学校）
 ワークショップ 3　「ポケットの中のピンホール」
 参加：京都府立嵯峨野高等学校生徒 20名

◆国際理解促進事業
○国際情勢講演会の開催

12月 10日（福知山市市民会館）
 参加：一般府民 205名
 共催：福知山市
○国際活動団体支援育成事業（助成金）

  　府内のＮＰＯ等民間国際活動団体が実施する先導的な事
業に対する助成（支援団体：2団体　310,000円）

交付先団体名 対象事業

日本国際詩人協会
（会長　水崎 野里子 氏）

「響きあう東西詩人」
ポエトリーリーディング　
in Kyoto 2011

カンボジアフェスティバル
実行委員会
（代表　竹村 彩花 氏）

カンボジアフェスティバル
～“きょう”からはじまる
モイ ピー バイ！～

○国際活動団体との協働事業
▼ティンガティンガ教室
　9月 25日（京都府国際センター）
 参加：中学生以上の府民 22名
 共催：（特活）アフリック・アフリカ
▼アフリカのパパとママから学ぶ子育て
　12月 10日（京都府国際センター）
 参加：一般府民 47名
 共催：（特活）アフリック・アフリカ
○国際交流員自主企画事業（国際理解講座の開催等）

4月 8日、15日、22日（京都府国際センター）
 「アメリカにおける多文化共生」ほか　参加：108名
11月 7日、14日（京都府国際センター）
 「伝統的なボルドー」ほか　参加：67名
12月 11日（京都テルサ）
 「ニューヨーク・クリスマス料理」　参加：22名
○国際交流員の派遣（講演、イベント開催等　全 4回）

 参加：小学生、一般府民等　計約 400名

◆JICA（独立行政法人 国際協力機構）京都デスクの配置

◆国際協力ステーション（第11回）の開催
8月 6日～ 7日（京都駅ビル 2階、京都府国際センター）
 参加団体：ブース出展 14団体、活動報告会 9団体
 一般来場者：3,500名
 共催：JICA大阪

◆介護・看護人材育成活用事業＜新規＞
  　EPAに基づくインドネシア人看護師等の受入れ、人材活
用について、現地の日本語学習支援の現状、日本訪問に対
する取組状況等の調査を行い、可能性を検討した。

◆パネル展の開催

国際協力の推進
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◆多文化共生推進のための環境づくり
○地域国際化ネットワーク会議の開催

  2月 20日、21日（  京都府福知山総合庁舎、京都府国際セ
ンター）

 参加：市町村国際化協会 8団体、京都府、5市
○多文化共生・国際交流プラットフォーム事業
▼多文化共生コーディネーター育成研修会の開催
第 1回　9月 1日　講演会
第 2回　9月 8日　オリエンテーション、グループワーク
 場所：京丹後市（ら・ぽーと）
 参加：  地域の国際化協会役職員、行政職員、ボラ

ンティア等  延べ 35名
○外国籍府民のための生活相談等
▼ 外国籍府民向け相談窓口の設置（京都府国際センター）
　 言語：  韓国・朝鮮語（月）、スペイン語（水）、フィ

リピン語（木）、中国語（金）、ポルトガル語（土）
　 相談件数：1,289件
▼京都府北部地域での生活相談会の開催
　12月 7日（京丹後市役所内）
　 参加者：支援者、交流協会職員等 20名
　 個別生活相談：外国籍府民 4件
　 共催：京丹後市国際交流協会
▼  京都府南部地域での生活相談会の開催
　3月 10日（精華町役場内）
　 参加者：支援者、交流協会職員等 14名
　 個別生活相談：日本人支援者 1件
▼出入国管理に関する専門家による無料相談の実施
　毎月第 4日曜日（京都府国際センター）
　 相談件数：外国籍府民等 16件
　 協力：京都府行政書士会

◆多文化共生情報発信事業
○多言語による生活、防災等情報発信
▼  ホームページ（6言語）アクセス数：36,545件
▼メールマガジン（日本語）　月１回　登録：832名
▼ 携帯メール（ひらがな、4言語）月 2回　登録：417名

○センターニュースの発行（日本語、英語）　年 4回
発行部数：日本語 3,000部　英語 1,000部

◆地域間交流の推進
○地域交流体験事業「フィールドトリップ」の実施

7月 7日～ 8日：  京丹後市　「酒蔵見学、ホームステイ交流等」
 参加：留学生等 34名、地元住民等 73名
 共催：京丹後市国際交流協会
10月 27日：南丹市　「かやぶきの里見学、キャンプ等」
 参加：留学生等 45名、地元住民等 64名
 共催：南丹市国際交流協会
12月 9日：亀岡市　「おせち料理、ファミリー交流等」
 参加：留学生等 11名、地元住民等 37名
 共催：生涯学習かめおか財団
3月 9日～ 10日：精華町　「ホームステイ交流等」
 参加：留学生等 22名、地元住民等 50名
 共催：精華町、せいかグローバルネット

平成 24年度

多文化共生のための地域づくり

◆モデル日本語教室の開催（京都府国際センター）
【春期】 月木コース　 5月 7日～ 7月 12日
 土曜コース　 5月 12日～ 7月 14日
【秋期】 月木コース　10月 1日～ 12月 10日
 土曜コース　10月 6日～ 12月 15日
 参加：外国籍府民　延べ 3,700名
○モデル・カリキュラム等の作成

  　「地域日本語教室」を支援するためのモデル・カリキュ
ラム、教材を作成

◆日本語プライベートレッスンの実施
  登録ボランティアによるレッスン（京都府国際センター）
外国人住民　延べ 1,589名が受講

◆地域日本語学習支援体制の整備
○日本語学習支援ボランティア育成研修会

8月 26日（綾部市林業センター）
 参加：22名（綾部市、京丹後市、南丹市、京丹波町）
 共催：綾部市、綾部国際交流協会
11月 18日（京丹後市　ら・ぽーと）
 参加：21名（京丹後市、舞鶴市）
 共催：京丹後市国際交流協会
1月 20日（南丹市国際交流会館）
 参加：33名（南丹市、亀岡市、京丹波町）
 共催：南丹市国際交流協会
3月 2日（文化パルク城陽）
 参加：  35名（城陽市、京田辺市、精華町、木津川市、

宇治市、京都市）
 共催：城陽市国際交流協会
○日本語支援ボランティア・コーディネーター研修会

2月 3日（京都府国際センター）
 参加：日本語支援ボランティア 47名
 共催：京都にほんご Rings
○日本語支援ネットワークの構築
▼京都府北中部日本語教室ネットワーク会議の開催
　第 1回：12月 4日（福知山市立中央公民館）
　第 2回：3月 5日（あやべボランティア総合センター）
▼  京都府内の地域日本語教室で構成される「京都にほんご

Rings」との連携
　・活動の本拠を国際センター内に設置
▼京都日本語教室マップの作成＜新規＞
　言語：日本語、中国語、韓国・朝鮮語、フィリピン語
　部数：3,000部　ホームページでも公開
　協力：京都市国際交流協会、京都にほんご Rings

◆災害時支援体制の構築
○災害時外国人サポーター（ボランティア）の募集・登録（44名）
○外国籍府民及び支援者向け防災研修・訓練の実施
＜大山崎町＞　9月 2日（淀川河川敷公園）
　外国人リーダーのための防災訓練
　参加：国際交流員、災害時外国人サポーターなど 20名
＜精華町＞　（京都府国際センターが企画実施協力）
　7月 24日、28日（むくのきセンター）
　　外国人のための防災講座
　8月 19日（むくのきセンター）
　　災害時外国人サポーター研修
　8月 26日（山田荘小学校）
　　外国人支援センター設置運営に係る研修、訓練
　　主催：せいかグローバルネットワーク
＜城陽市＞　（京都府国際センターが通訳派遣等支援）
　12月 1日（寺田南小学校）
　　外国人のための防災訓練
　　参加：外国籍住民 9名ほか約 300名

日本語学習支援事業

災害時支援事業
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◆留学生等支援事業
○国際人財ラウンド・テーブルの開催＜新規＞

5月～ 3月　全 14回（京都府国際センター）
 参加：留学生、留学生 OB、OGほか延べ 300名

○「きょうと留学生ハウス」留学生支援事業
▼日本文化体験事業（7月）
▼情報提供事業（10月～）

◆留学生等の交流推進
○祇園祭体験事業（7月 17日）　　参加：24名
外国人住民祇園祭曳き手ボランティアの活動支援
○関西留学生音楽祭 in Kyoto 22nd の開催支援

11月 17日（京都コンサートホール）
 参加：学生 101名
 　　　観客 1,000名
○京都留学生体育祭（第7回）の開催支援

11月 24日（長岡京市西山公園体育館）
 参加：京都で学ぶ留学生等 320名
 共催：  京都留学生体育祭実行委員会、京都府

○日本文化紹介活動の支援（京都府国際センター内）
  書道、茶道、手まり、折り紙、生け花、煎茶道、着物着つけ、
日本舞踊、つまみ細工
▼日本文化紹介デー
　10月 14日（京都府国際センター）
 体験型文化紹介（上記活動を一堂に会し開催）
 参加：約 260名
○国際理解促進事業（国際理解講座の開催）

4月 12日、19日、26日（京都府国際センター）
   「フランスワインの基礎知識」　参加：延べ 110名
6月 23日、30日（京都府国際センター）
 「国際交流員が経験した京都」　参加：延べ 69名
9月 30日（京都府国際センター）
 「フランスの伝統舞踊」　参加：30名
○国際交流員の派遣（講演・イベント開催等計 6回）

 参加：高校生や府民など　計約 750名

◆   JICA（独立行政法人 国際協力機構）京都デスクの配置

◆国際協力ステーション（第12回）の開催
9月 15日～ 16日（京都駅ビル 2階、京都府国際センター）
 参加団体：  ブース出展 14団体、活動報告会 8セッ

ション
 一般来場者：3,500名
 共催：JICA関西

◆パネル展の開催

留学生等との共生推進

国際交流・国際理解の推進

国際協力の推進

　　主催：城陽市国際交流協会
○災害時外国籍府民サポーター研修、訓練の実施

1月 26日　  災害時通訳翻訳研修、訓練（北部）（福知山市
市民会館）

1月 27日　  災害時通訳翻訳研修、訓練（南部）（京都府国
際センター）

 参加：  センター登録ボランティア、近畿各地の支
援ボランティア計 81名

○外国人住民のための防災オリエンテーション、訓練の実施
11月 18日　やさしい日本語防災研修会・北部（京丹後市）
11月 27日　やさしい日本語防災研修会・南部（京田辺市）
 参加：それぞれ約 20名
 共催：  京丹後市国際交流協会、京田辺国際ふれあ

いネット
7月 5日　日本語学習者のための生活安全教室

12月 6日　日本語学習者のための防災オリエンテーション
＊日本語教室のプログラムのひとつとして実施
○アンケート調査による現状把握＜新規＞

  「外国籍府民との共生」に関する府内市町村の施策実施状
況調査
 調査期間：8月 28日～ 9月 14日
 調査対象：  京都府内の市町村（京都市を除く）
「外国人住民防災意識」に関する現状把握調査
 調査期間：11月～ 1月
 監修：  京都大学防災研究所巨大災害研究センター 

矢守研究室
 調査対象：京都府内の外国人住民　約 500名
○近畿地域国際化協会連絡協議会との連携・共催事業
▼研究会の開催　6回（大阪市内等）
▼研修・訓練の実施　3回（大阪国際交流センターほか）
○防災ガイドブックの整備（やさしい日本語、6言語）

  　「みやこユニバーサルデザイン賞」奨励賞受賞

○在住外国人の教育支援事業　学習会の開催
7月 7日（京都府国際センター）
 参加：  中国、フィリピン出身者等 12名
○  外国につながる児童生徒の日本語学習サポーター養成講座
＜新規＞
11月 10日（舞鶴西総合会館）
   「京都府内の子どもたちの状況」等
11月 17日（舞鶴勤労者福祉会館）
   「多文化の背景を持つ子どもたちの受入れ」等
12月 1日（綾部市Ｉ・Ｔビル）
 「日本語指導（初期指導、技能別指導）」
12月 8日（福知山市市民会館）
   「日本語指導から教科指導へ、地域の支援事例」
 参加：日本語ボランティア、教員等　延べ 76名
 共催：  舞鶴市教育委員会、綾部市教育委員会、福知

山市、福知山市教育委員会、舞鶴国際交流協
会、綾部国際交流協会、福知山日本語交流会

○  母語と違う子育てびっくり体験！～保護者から見た日本の
学校生活～
12月 1日（京都府国際センター）
 参加：  外国人児童とその保護者支援に関心を持つ

府民、支援者 24名
○多言語による日本の学校生活ガイダンス

2月 24日（京都府国際センター）
 参加：  日本語が母語でない保護者と子ども23名（中

国、インドネシア、フィリピン、ペルー出身者）
 共催：  渡日・帰国青少年（児童・生徒）のための

京都連絡会（ときめき）

外国人児童等教育支援事業
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◆多文化共生推進のための環境づくり
○  地域国際化ネットワーク会議の開催

2月 20日（京都府国際センター）
 参加：府内市町村国際化協会、市町村等　9名
○多文化共生セミナー等の開催

5月 22日、29日（京丹後市役所 峰山庁舎）　参加：60名
   「外国人住民とともにつくる地域の未来～交流人口

を増やして地域に活力を～」
 共催：京丹後市国際交流協会、京丹後市
5月 30日（文化パルク城陽）　　　　　　　参加：29名
   「在住外国人に対する地域の役割」
 共催：城陽市国際交流協会
2月 20日（京都府国際センター）　　　　　参加： 26名
   「多文化社会における情報発信　～多様性の重視と

少数者の視点～」
○外国人住民と支援者のための生活相談会の開催

3月 13日（京丹後市役所）　相談対応：4件
 共催：京丹後市国際交流協会
3月 29日（京都府国際センター）　　参加：22名
 ＊  外国人女性の会パルヨン「外国人女性のための

何でもしゃべれる会『プフー』」と同時開催

◆多文化共生情報発信事業
○多言語による生活、防災等情報発信
▼  ホームページ（6言語）アクセス数：138,575件
▼メールマガジン（日本語）　月１回　　登録：847名
▼  携帯メール（ひらがな、4言語）月 2回　登録：502名
▼  フェイスブック（日本語、英語）週 2～ 3回　登録：

472名
○センターニュースの発行（日本語、英語）　年 4回
発行部数：日本語 3,000部　英語 1,000部

◆地域間交流の推進
○地域交流体験事業「フィールドトリップ」の実施

7月 6日～ 7日：京丹後市、伊根町　「舟屋見学等」
 参加：留学生 40名、ホストファミリー 28家族
 共催：京丹後市国際交流協会、伊根町
10月 20日：南丹市　「座禅体験、マイ箸体験、野点等」
 参加：留学生 33名、地元住民等 97名
 共催：南丹市国際交流協会
12月 8日：亀岡市　「城下町ウォーク、ホームビジット」
   参加：留学生等 18名、ホストファミリー等 56名
 共催：生涯学習かめおか財団、亀岡国際交流協会
3月 15日～ 16日：精華町　「いちご狩り等」
 参加：留学生等 16名、ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ 5家族、地元住民 17名
 共催：精華町

◆モデル日本語教室の開催（京都府国際センター）
【春期】 月木コース　 5月 9日～ 7月 18日
 土曜コース　 5月 11日～ 7月 13日
【秋期】 月木コース　10月 3日～ 12月 16日
 土曜コース　10月 5日～ 12月 14日
 参加：外国人住民　春期 46名、秋期 49名
○モデル・カリキュラム等の作成、教室の公開

  　「地域日本語教室」を支援するためのモデル・カリキュ
ラム、教材を作成

平成 25年度

多文化共生のための地域づくり

日本語学習支援事業

◆日本語プライベートレッスンの実施
  登録ボランティアによるレッスン（京都府国際センター）
外国人住民　延べ 1,385名が受講

◆地域日本語学習支援体制の整備
○日本語学習支援ボランティア養成講座

5月11日～7月27日　計10回（南丹市：京都美術工芸大学）
 参加： 41名
 共催：南丹市国際交流協会
○日本語学習支援ボランティア育成講座（北部）

11月 2日、9日、16日、30日（京都府立中丹勤労者福祉会館）
 参加：日本語支援ボランティア　34名
 共催：  京丹後市国際交流協会、福知山日本語交流

会、綾部国際交流協会、南丹市国際交流協会、
京丹波町国際交流協会、亀岡国際交流協会

 協力：（公財）京都日本語教育センター
○日本語学習支援ボランティア育成講座（南部）

1月 25日、2月 1日、8日、22日（精華町役場）
 参加：日本語支援ボランティア　29名
 共催：精華町、せいかグローバルネット
 協力：（公財）京都日本語教育センター
○日本語学習支援ネットワークの構築
▼京都府北中部日本語教室ネットワーク会議の開催
　第 1回：8月 26日（綾部市男女共同参画センター）
　第 2回：1月 9日（綾部市男女共同参画センター）
　第 3回：3月 16日（京都府国際センター）
▼  京都府内の地域日本語教室で構成される「京都にほんご

Rings」との連携
　・活動の本拠を国際センター内に設置
　・「“学びあい ”わいわいセッション」開催（共同実施）
　　11月 10日（京都府国際センター） 参加：39名

○現地災害多言語支援センター運営研修・訓練の実施
＜事前研修＞　1月 19日（城陽市国際交流協会）
 参加：  城陽市職員、城陽市国際交流協会役職員・

会員、京都府国際センター職員等 17名
 共催：城陽市国際交流協会
＜訓　練＞　　1月 26日（城陽市国際交流協会）
 参加：  近畿の地域国際化協会役職員、京都府内の

国際化協会職員、京都府国際センター登録
ボランティア等 43名

 共催：  城陽市国際交流協会、近畿地域国際化協会
連絡協議会

○災害時外国人サポーター（ボランティア）の募集・登録（46名）
○災害時サポーター研修の実施（共催：南丹市国際交流協会）

7月 27日（京都美術工芸大学）
 参加：日本語支援ボランティア養成講座受講者 39名
9月 28日（南丹市国際交流会館）
 参加：  日本語支援ボランティア、災害時外国人サ

ポーター等 28名
○外国人住民のための防災オリエンテーション、訓練の実施

5月 26日（舞鶴市防災センターほか）
 参加：  日本語教室に参加する外国人住民及びその

家族、友人 58名
 共催：綾部国際交流協会
11月 24日（城陽市寺田南小学校）
   参加：  外国人住民 10名、日本人サポーター・通訳

12名
 共催：城陽市国際交流協会
○「外国人住民防災意識調査」分析結果公表

 調査期間：平成 24年 11月～ 25年 1月
 調査主体：  京都府国際センター、「やさしい日本語」

有志の会
 協力：  京都大学防災研究所巨大災害研究センター矢

守研究室　京都にほんご Rings

災害時支援事業
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 調査対象：  20歳以上の府内在住外国人住民 506名
（有効回答数）

○防災ガイドブックの整備（やさしい日本語、6言語）
○近畿地域国際化協会連絡協議会との連携・共催事業
▼研究会の開催　3回（兵庫県国際交流協会）
▼研修・訓練の実施　5回（大阪国際交流センターほか）

○「  新入管法」施行から１年　外国につながる子どもの教育
～現状と課題～（講演）

7月 27日（京都府国際センター）
 参加：  外国人児童・生徒の教育に取り組む方、保

護者など 51名
 共催：   渡日・帰国青少年（児童・生徒）のための

京都連絡会（ときめき）
○  日本語を母語としない保護者への支援　～外国につながる
子どもを育てる～（講演、ワークショップ等）
10月 21日（京丹後市役所）
 参加：  外国人児童・生徒の教育に取り組む方、保

護者など 25名
 共催：京丹後市国際交流協会
○外国につながる子ども・保護者サポーター研修

12月 3日、7日（ガレリアかめおか）
 参加：  外国人児童・生徒の教育に取り組む方、保

護者など延べ 91名
 共催：  生涯学習かめおか財団、亀岡国際交流協会
2月 1日、9日、16日（京都府国際センター）
 参加：  日本語支援ボランティア、スクールサポー

ター、学校教員等　延べ 123名
 共催：京都にほんご Rings

◆留学生等支援事業
○留学生等支援員による相談指導（水・土・日曜日）＜新規＞
・  外国人留学生等支援員が生活相談や就職活動に向けた相
談に対応（相談対応 328件、情報提供 120件）
▼キャリア形成ガイダンス
　10月 26日（きょうと留学生ハウス）
 参加：同ハウス入居学生　15名
○留学生等のためのビザ相談（毎月第 4日曜日）
・  出入国管理に関する専門家による無料相談の実施
 相談件数：22件
 協力：京都府行政書士会
○  国際人財ラウンド・テーブルの開催（交流とキャリア形成
支援）
▼企業との情報交換会・交流会（京都府国際センター）
6月 22日、29日 留学生 68名、企業 12社

11月 21日 留学生 27名、企業 5社
1月 17日 留学生 19名、企業 5社
1月 18日 留学生 19名、企業 4社
1月 25日 留学生 11名、企業 5社
3月 8日 留学生 17名、企業 4社
▼  留学生等支援員や講師を招いた研修会（京都府国際セン
ター）

  10月 20日、26日、31日、11月 9日、16日、23日、28日、
12月 19日、1月 16日
 参加：計　留学生 96名、特別参加企業 5社

外国人児童等教育支援事業

留学生との共生推進

○祇園祭体験事業
7月 7日　講演会「外国人から見た祇園祭」　参加：41名
7月 17日　  参加体験（山鉾曳き手ボランティア）参加：

20名
○京都留学生体育祭（第8回）の開催支援

12月 7日（島津アリーナ京都）
 参加：京都で学ぶ留学生等 300名
 共催：京都留学生体育祭実行委員会、京都府

○日本文化紹介活動の支援（京都府国際センター内）
  つまみ細工、書道、手まり、生け花、着物着つけ、折り紙、
日本舞踊、煎茶道、茶道
○国際交流員による自主企画講座「国際理解講座」の開催

5月 12日、18日（京都府国際センター）　参加：74名
 「多文化社会～フランスとイギリス～」
11月 17日、24日（京都府国際センター）　参加：38名
 「魅力あふれるジロンド県」
2月 22日（京都府国際センター）　　　　　参加：21名
 「フランスサロン」～食文化～
3月 22日（京都府国際センター）　　　　　参加：20名
 「フランスサロン」～恋愛と結婚～
○国際交流員の派遣（講演、ワークショップ等　全 8回）

 参加：高校生や府内の親子など　計約 450名

◆   JICA（独立行政法人 国際協力機構）京都デスクの配置

◆国際協力ステーション（第13回）の開催
9月 14日～ 15日（京都駅ビル２階、京都府国際センター）
 参加団体：国際活動団体 19団体
 一般来場者：約 2,400名
 共催：JICA関西

◆パネル展の開催

国際交流・国際理解の推進

国際協力の推進
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◆多文化共生推進のための環境づくり
○  地域国際化ネットワーク会議の開催

3月 9日（京都府国際センター）
 参加：  市町村国際化協会役職員、京都府・市町村

職員等 20名
○府民イベント ｢あすKyoフェスタ｣ 参加・出展＜新規＞

11月 23日（京都府立植物園）　参加：約 1,400名
○多文化共生セミナーの開催

9月 14日（京都府国際センター）　参加：31名
 「多文化共生社会を体験し、その経験を活かそう」
2月 25日（京丹後市峰山地域公民館）　　参加：12名
 「世界で使えるコミュニケーションアップ術！」
 共催：京丹後市国際交流協会
○異文化理解サロンの開催（京都府国際センター）

4月 19日  ｢世界の教育制度～フランス、アメリカ、台湾
～｣ 参加：19名

6月 15日  「京都府のＡＬＴが語る日本の英語教育」　参加：
38名

9月 6日「英国におけるスコットランド」　参加：30名
3月 28日  ｢セネガルにおけるイスラム文化及びその国政

への影響｣ 参加：31名
○専門家による地域生活相談会の開催

2月 24日（ガレリアかめおか）
 参加：  日本語教室のボランティア、市町村国際化

協会職員等　13名　相談対応：1件
3月 6日（南丹市国際交流会館）
 参加：  日本語教室のボランティア、市町村国際化

協会・行政職員等　15名　相談対応：1件

◆多文化共生情報発信事業
○多言語による生活、災害等情報発信
▼  ホームページ（6言語）　アクセス数：182,513件
▼メールマガジン（日本語）　月 1回　登録：853名
▼  携帯メール（ひらがな、4言語）　月 2回　登録：479名
▼  フェイスブック（日本語、英語）週 2～ 3回　登録：

636名
○生活情報QAコーナーの大幅拡充＜新規＞
ホームページ上で情報発信（3言語）
○センターニュースの発行（日本語、英語）　年 4回
発行部数：日本語 3,000部　英語 1,000部

◆地域間交流の推進
○地域交流体験事業「フィールドトリップ」の実施

7月 5日～ 6日：京丹後市　「精進料理体験等」
 参加：留学生 33名、ホストファミリー 27家族
 共催：京丹後市国際交流協会
10月 11日：南丹市　「伝統工芸（うちわづくり）体験等」
 参加：留学生等 39名、地元住民等 87名
 共催：南丹市国際交流協会
10月 25日～ 26日：京丹波町　「和太鼓体験等」
 参加：  留学生等 40名、ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ 17家族、地元住

民 50名
 共催：京丹波町国際交流協会
11月 8日：  精華町　「けいはんな情報通信研究フェア見学

等」
 参加：留学生等 33名、地元住民等 25名
 共催：精華町、せいかグローバルネット
11月 29日：亀岡市　「地元野菜生産者と調理体験等」
   参加：  留学生 21名、ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ 19家族、地元住民

11名
 共催：  （公財）生涯学習かめおか財団、亀岡国際交

流協会

平成 26年度

多文化共生のための地域づくり

◆  モデル日本語教室の開催（京都府国際センター）
【春期】 月木コース　 5月 8日～ 7月 14日
 土曜コース　 5月 10日～ 7月 12日
【秋期】 月木コース　10月 2日～ 12月 18日
 土曜コース　10月 4日～ 12月 6日
【冬期】 月木コース　 1月 26日～ 2月 26日＜試行＞
 参加：  外国人住民　春期 46名、秋期 61名　冬期

29名
○モデルカリキュラム等の作成、教室の公開
○  オリジナル・テキストの作成、試用改善（ホームページで
順次公開）

◆日本語プライベートレッスンの実施
  登録ボランティアによるレッスン（京都府国際センター）
外国人住民　延べ 1,447名が受講

◆地域日本語学習支援体制の整備
○日本語学習支援ボランティア養成講座

4月 26日　オリエンテーション
5月 10日～ 7月 19日　計 10回（ガレリアかめおか）
 参加：46名
 共催：  亀岡国際交流協会、（公財）生涯学習かめお

か財団
○日本語学習支援ボランティア育成講座

1月 17日～ 2月 14日　計 4回（文化パルク城陽）
 参加：日本語支援ボランティア　35名
 共催：城陽市国際交流協会
 協力：（公財）京都日本語教育センター
○日本語初期指導担当者養成講座（前期・後期）＜新規＞
前期：6月 6日～ 8月 8日
後期：10月 17日～ 12月 19日
週 1回  前期・後期計 20回（100時間）
 場所：  綾部市中央公民館、綾部市林業センター、

京都府国際センター
 参加：日本語支援ボランティア 36名
 共催：  京丹後市国際交流協会、福知山日本語交流

会、綾部国際交流協会、南丹市国際交流協会、
京丹波町国際交流協会、亀岡国際交流協会

 協力：（公財）京都日本語教育センター
○日本語学習支援ネットワークの構築
▼京都府北中部日本語教室ネットワーク会議
　第 1回：9月 18日（京丹後市役所峰山庁舎）
　第 2回：3月 9日（京都府国際センター）
▼  京都府内の地域日本語教室で構成される「京都にほんご

Rings」との連携
　・活動の本拠を国際センター内に設置
　・「“学びあい ”わいわいセッション」開催（共同実施）
　　5月 8日、11月 9日（京都府国際センター）
　　参加：28教室 80名
　・地域日本語教室 広報研修 （共同実施）＜新規＞
　　1月 31日（京都府国際センター）　参加：9教室　17名
▼地域日本語教室等の活動支援＜新規＞

◆災害時支援体制の構築
○現地災害多言語支援センター設置訓練の実施

8月 31日（木津川市中央体育館）
 参加：  木津川市国際交流協会、せいかグローバルネッ

トの会員・役職員、城陽市国際交流協会、京
都府、京都府国際センターの職員計 37名

 共催：木津川市、木津川市国際交流協会、京都府
 協力：城陽市国際交流協会

日本語学習支援事業

災害時支援事業
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○  災害時外国人サポーター（ボランティア）の募集・登録（46名）
○災害時サポーター研修の実施

9月 27日（ガレリアかめおか）
 参加：  市町国際化協会、日本語教室のボランティア、

当センター登録ボランティア等 19名
 共催：亀岡国際交流協会
12月 20（京都府国際センター）
 参加：  市町国際化協会、近畿地域の国際化協会、

当センター登録ボランティア等 28名
 共催：近畿地域国際化協会連絡協議会
○外国人住民のための防災オリエンテーションの実施

8月 31日（木津川市中央体育館）
 参加：木津川市内在住外国人 3名
 共催：木津川市、木津川市国際交流協会、京都府
○外国人のための防災訓練

11月 30日（  城陽市寺田南小学校グランド、城陽市国際交
流協会）

 参加：  外国人 5名、日本語教室ボランティア等 13
名

 共催：  城陽市国際交流協会、寺田南校区防災推進
委員会

○防災ガイドブックの整備 （３言語を追加）
  　ベトナム語、タイ語、インドネシア語（追加）、やさし
い日本語、英語、中国語、韓国・朝鮮語、フィリピン語、
スペイン語、ポルトガル語 （継続）
○啓発ツールの作成＜新規＞
・  やさしい日本語、英語、中国語による防災情報を掲載し
たクリアファイルを作成

○近畿地域国際化協会連絡協議会との連携・共催事業
▼研究会の開催　4回（和歌山県国際交流センター）
▼研修・訓練の実施　6回（京都府国際センターほか）

◆災害時支援情報の提供
○防災情報の提供
提供内容：強い台風の接近にかかる注意喚起情報
発信日時：  8月 9日（台風第 11号 接近時）、10月 5日（台

風第 18号 接近時）、10月 12日（台風第 19号 
接近時）

発信方法：  携帯メール、フェイスブック、ホームページ

◆ 支援者・ボランティアの資質向上、養成
○外国につながる子ども・保護者サポーター研修

7月 26日、8月 26日（ガレリアかめおか）
 参加：外国人児童・生徒の教育に取り組む方　36名
 共催：亀岡国際交流協会、かめおか・ひまわり教室
8月 2日（京都府国際センター）
   ｢外国人児童生徒のための『JSL対話型アセスメン

ト DLA』｣ ＜新規＞
 参加：外国人児童・生徒の教育に取り組む方 20名
9月 19日、25日、29日（京丹後市役所峰山庁舎）
 参加：  外国人児童・生徒の教育に取り組む方・保

護者など 36名
 共催：京丹後市国際交流協会
12月 7日、14日（京都府国際センター）
 「教育分野のコミュニティ通訳研修」＜新規＞
 参加：外国人児童・生徒の教育に取り組む方 46名

◆学校関係者、支援者のための情報整備＜新規＞
①日本語を母語としない保護者のための「日本の学校生活ガ
イダンス資料」作成、ホームページで公開
② ｢進路ガイドブック｣ 作成、ホームページで公開
③パンフレット「バイリンガルを育てる」作成、ホームペー
ジで公開

◆母語サポーター派遣モデル事業（学校現場での支援）
＜新規＞
派遣期間：12月 3日～ 1月 23日

外国人児童等教育支援事業

派遣先（対象者）：亀岡市内の小学校（4年生児童　1名）
派遣内容：  韓国語の母語サポーター 1名を派遣（8回　計

24時間）

◆留学生等支援事業
○留学生等支援員による相談指導（水・土・日曜日）
・  外国人留学生等支援員が生活相談や就職活動に向けた相
談に対応（相談対応 405件、情報提供 279件）

○留学生等のためのビザ相談（毎月第 4日曜日）
・  出入国管理に関する専門家による無料相談の実施　
 相談件数：17件
 協力：京都府行政書士会
○国際人財ラウンド・テーブルの開催（留学生就職活動支援）
▼企業との交流会・情報交換会（京都府国際センター）
  　6月 12日、29日、7月 25日、9月 25日、10月 23日、
　11月 15日、12月 11日
 参加：計　留学生 140名、企業 32社
 共催：京都ジョブパーク
▼企業や産業について学ぶ研修会（京都府国際センター）
　10月 25日、11月 1日、8日、22日、29日、12月 6日
　12月 13日
 参加：計留学生 80名、企業 7社
▼出張ガイダンス＜新規＞
　 5月 29日、 6月 21日、 7月 7日、 9月 4日、10
月 30日、31日、12月 3日、1月 26日

　参加：計 6大学　留学生 134名
▼中堅大学向けガイダンス＞＜新規＞
　11月 13日（京都府国際センター）　留学生 10名
▼未就職者のためのセミナー＜新規＞
　12月 18日（京都府国際センター）　留学生 10名
▼内定者のための研修会＜新規＞
　1月 15日（京都府国際センター）　 留学生 11名

◆留学生等の交流推進
○祇園祭体験事業（7月 17日）　参加：9名
外国人住民祇園祭曳き手ボランティアの活動支援
○関西留学生音楽祭 in Kyoto 23rd の開催支援

11月 16日（文化パルク城陽）
 参加：学生 65名　観客 800名
○京都留学生体育祭（第9回）の開催

11月 22日（島津アリーナ京都）
 参加：京都で学ぶ留学生、日本人学生等 300名
 共催：京都留学生体育祭実行委員会、京都府

○日本文化紹介活動の支援（京都府国際センター内）
書道、手まり、生け花、着物着つけ、折り紙、日本舞踊、茶道

○国際交流員による自主企画活動（フランス文化の紹介等全 3回）
 参加：計 82名
○国際交流員の派遣（講演、料理教室、イベント開催等全 11回）

 参加：  府内の小・中・高校生や府民など計約 800名

◆JICA（独立行政法人 国際協力機構）京都デスクの配置

◆国際協力ステーション（第14回）の開催
9月 13日～ 14日（京都駅ビル２階、京都府国際センター）
 参加団体：国際活動団体 19団体
 来場者：3,200名
 共催：JICA関西

◆パネル展の開催

留学生等との共生推進

国際交流・国際理解の推進

国際協力の推進
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◆多文化共生推進のための環境づくり
○  地域国際化会議の開催
　3月 9日（京都府国際センター）
 参加：  市町村国際化協会 8団体、行政 5市町
○府民イベントへの参加
▼ＳＫＹふれあいフェスティバル 2015＜新規＞
　9月 19日～ 20日（京都パルスプラザ）参加：約 1,000名
▼あすの Kyoto・地域創生フェスタ
　11月 23日（京都府立植物園）　参加：約 1,000名
○多文化共生セミナー等の開催
▼多文化共生ワークショップ
　4月 26日（ガレリアかめおか）
 「遊びながら異文化と自分を知る」　参加：16名
▼多文化共生セミナー
　2月 28日（京都府国際センター）
 「スキル×カンゲン（国際的スキルを地域へ還元）」
 参加：33名
○異文化理解サロンの開催

5月 24日（京都府国際センター）　　　参加：23名
 「ブラジルに対するステレオタイプ」
7月 26日（京都府国際センター）　　参加：28名
 「Back to school in Jamaica ～教育と子どもの現状 ～」
10月 24日（京都府国際センター）　　参加：15名
 「中国の学校ってどんな感じ？～中国の教育制度～」
○在留資格制度等についての専門家による相談会の開催
　3月 11日（城陽市国際交流協会）　相談者：6名
　3月 19日（京都府国際センター）　相談者：10名
▼外国人女性の会パルヨンとの共同開催
　1月 30日（京都府国際センター）　相談者：16名
　3月 20日（京都府国際センター）　相談者：12名

◆多文化共生情報発信事業
○多言語による生活、災害等情報発信
▼ホームページ（6言語）アクセス数：194,496件
▼メールマガジン（日本語）　月 1回　登録：839名
▼携帯メール（ひらがな、4言語）月 2回　登録：596名
▼フェイスブック（日本語、英語）週 2～ 3回
　登録：864名
○センターニュースの発行（日本語、英語）　年 4回
発行部数：日本語 3,000部　英語 1,000部

◆地域間交流の推進
○地域交流体験事業「フィールドトリップ」の実施

6月 20日：南丹市　「カヌー体験、太鼓演奏・体験等」
 参加：留学生等 30名、地元住民等 63名
 共催：南丹市国際交流協会
7月 11日～ 12日：  京丹後市　「久美浜町無人島で自然体

験等」
 参加：留学生 34名、地元住民等 120名
 共催：京丹後市国際交流協会
10月 4日：亀岡市　「風呂敷体験等」
 参加：留学生 16名、地元住民等 27名
 共催：亀岡国際交流協会
10月 17日～ 18日：伊根町「浦島神社と伝説ウォーク等」
 参加：留学生 24名、地元住民等 37名
 共催：伊根町、伊根町ホストファミリーの会
11月 28日～ 29日：京丹波町　「耳うどん作り体験等」
 参加：留学生 37名、地元住民等 80名
 共催：京丹波町国際交流協会
12月 12日：精華町　「相楽 (さがなか )木綿に挑戦等」
 参加：留学生 28名、地元住民等 41名
 共催：せいかグローバルネット、精華町
3月 5日：宇治田原町　「お茶の文化体験等」
 参加：留学生 22名、地元住民等 39名

平成 27年度
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 共催：宇治田原町

◆  モデル日本語教室の開催（京都府国際センター）
【春 期】 月木コース 5月 7日～ 7月 13日
 土曜コース 5月 9日～ 7月 11日
【秋 期】 月木コース 10月 1日～ 12月 14日
 土曜コース 10月 3日～ 12月 5日
【冬 期】 月木コース 1月 28日～ 3月 3日
 参加：  外国人住民　春期 48名、秋期 63名　冬期

18名
○モデル・カリキュラム、オリジナル・テキストの試用・改善
（ホームページで順次公開）
○日本語指導研修会　8月 1日（京都府国際センター）

  参加：京都 ｢えき｣ 日本語教室、京日会の講師 13名

◆日本語プライベートレッスンの実施
登録ボランティアによるレッスン（京都府国際センター）
外国人住民　延べ 1,444名が受講

◆地域日本語学習支援体制の整備
○日本語学習支援ボランティア養成講座

9月 4日～ 11月 27日 計 12回（宇治市生涯学習センター）
 参加：39名
 共催：宇治市国際親善協会
1月 9日～ 2月 27日 計 8回（丹波マーケス）
 参加：32名
 共催：京丹波町国際交流協会
○日本語学習支援ボランティア研修会

7月 5日（南丹市国際交流会館）　　参加：27名
 共催：  亀岡国際交流協会、南丹市国際交流協会、

京丹波町国際交流協会、
12月 13日（ガレリア亀岡）　　参加：23名
 共催：  亀岡国際交流協会、南丹市国際交流協会、

京丹波町国際交流協会
1月 17日（京都府国際センター）　　参加：33名
 共催：京都にほんご Rings
○日本語初期指導者養成講座

9月 30日～ 12月 2日　全 10回
 場所：綾部市林業センター、京都府国際センター
 参加：北中部地域の教室から 11名
 共催：  京丹後市国際交流協会、綾部国際交流協会、

京丹波町国際交流協会、南丹市国際交流協
会、亀岡国際交流協会

○日本語学習支援ネットワークの構築
▼京都府北中部日本語教室ネットワーク会議
　第 1回　7月 27日（京丹波町国際交流協会）
　第 2回　1月 23日（丹波マーケスコミュニティホール）
　第 3回　3月 9日（京都府国際センター）
▼  京都府内の地域日本語教室で構成される「京都にほんご

Rings」との連携
　・活動の本拠を国際センター内に設置
　・日本語支援ボランティア研修を共同開催
5月 17日（京都府国際センター）
 参加：17教室・団体　57名
○ＷＥＢ通信システムを活用した日本語学習支援事業　＜新規＞

12月～ 3月（計 13回）　学習者 3名が自宅で受講

◆災害時支援体制の構築
○災害時外国人支援ワーキング会議 ＜新規＞

  6月 25日、8月 17日、9月 17日、10月 29日、12月 7日、
3月 9日（京都府国際センター）
 内容：モデルマニュアルの作成、研修、訓練等
 参加：市町村国際化協会 9団体、行政 1府 9市町
○現地災害多言語支援センター運営研修

 ▼災害時外国人支援コーディネーター研修
　10月 29日（京都府国際センター）　　参加：46名
▼災害時多言語支援センター設置・運営訓練

日本語学習支援事業

災害時支援事業
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等に計 10回協力（参加：計　留学生等 214名、
企業 27社）

▼外国人社員と企業との交流会 ＜新規＞
　11月 28日（京都府国際センター）
 参加：  京都企業 5社、同社勤務の外国人社員等 7名、

アドバイザー（行政書士）１名
 共催：京都府、京都ジョブパーク
▼留学生のための研修会　
　7月 16日、11月 25日（京都外国語大学）
 参加：留学生　計 35名
▼企業のためのセミナー ＜新規＞
　5月 29日（京都府国際センター）
 参加：企業 12社、オブザーバー 7団体・機関

◆留学生等の交流推進
○祇園祭体験事業　（7月 17日）参加：11名
外国人住民祇園祭曳き手ボランティアの活動支援
○京都留学生体育祭（第10回）の開催

11月 21日（島津アリーナ京都）
 参加：京都で学ぶ留学生、日本人学生等 300名
 共催：京都留学生体育祭実行委員会、京都府

○  日本文化紹介活動の支援（京都府国際センター内）
  書道、手まり、生け花、着物着つけ、折り紙、日本舞踊、
茶道
○  国際交流員による自主企画活動　9月 26日
「フランス語で語ろう」　　参加：5名
○  国際交流員の派遣（講演、ワークショップ、料理教室等
全 12回）
 参加者：小・中・高校生、地域住民など計約 1,000名

◆   JICA（独立行政法人 国際協力機構）京都デスクの
配置

◆国際協力ステーション（第15回）開催
9月 12日～ 13日（京都駅ビル２階、京都府国際センター）
 参加団体：国際活動団体 18団体
 来場者数：2,645名
 共催：JICA関西

◆パネル展の開催

国際交流・国際理解の推進

国際協力の推進

　12月 7日（京丹後市峰山庁舎）
 参加：  市町村国際化協会 9団体、行政 5市町、京

都府国際センターサポーター等　計 56名
○  災害時外国人サポーター（ボランティア）の募集・登録（46
名）
○外国人住民のための防災訓等の実施
▼外国人のための防災訓練
　  11月 1日（寺田南小学校、城陽市国際交流協会）参加：

18名
 共催：城陽市国際交流協会
▼災害時外国人支援訓練
　12月 5日（京丹波町国際交流協会）　　参加：16名
 共催：京丹波町国際交流協会
▼災害時外国人住民防災ワークショップ
　3月 5日 (丹波マーケス )
 参加：41名 (うち外国人住民 21名 )
 共催：京丹波町国際交流協会

○近畿地域国際化協会連絡協議会との連携・共催事業
▼研究会の開催　4回（京都市国際交流センター）
▼研修・訓練の実施　4回（和歌山県国際交流会館ほか）

◆災害時支援情報の提供
○防災情報の提供
提供内容：強い台風の接近にかかる注意喚起情報
発信日時：7月 16日（台風 11号接近時）
発信方法：携帯メール、フェイスブック、ホームページ

◆  学校関係者、支援者のための情報整備
①  日本語を母語としない保護者のための「日本の学校生活
ガイダンス資料」（ホームページで公開）
②  外国につながりをもつ子ども・保護者とかかわる時のヒ
ント　～進路選択に関わって～（ホームページで公開）
③  バイリンガルを育てる（冊子及びホームページで公開）
④  学校で活動する母語支援員の方へ　～外国につながりを
持つ子ども・保護者と学校をつなぐために～＜新規＞　
（冊子）

◆母語サポーター派遣モデル事業
 派遣先：府内の公立小学校、高校
 件数：5件（計 82時間）

◆地域における子どもサポート研修会
10月 25日（京都府国際センター）
 共催：京都にほんご Rings子どもサポートグループ

◆多言語による日本の学校生活ガイダンス
1月 31日（ガレリアかめおか）　　参加：29名
 共催：亀岡国際交流協会、かめおか・ひまわり教室
 協力：  渡日・帰国青少年（児童・生徒）のための

京都連絡会（ときめき）

◆留学生等支援事業
○  留学生等支援員による相談指導（水・土・日曜日）
　  ・  外国人留学生等支援員が生活相談や日本での就職活動に
向けた相談に対応（相談対応 571件、情報提供 314件）

○留学生等のためのビザ相談（毎月第 4日曜日）
 相談件数：18件
 協力：京都府行政書士会
○国際人財ラウンド・テーブルの開催（留学生就職活動支援）
▼企業との交流会・情報交換会
　6月 26日、9月 18日、12月 11日 (京都府国際センター )
 参加：計　留学生 107名、企業 21社
 共催：京都ジョブパーク
 ※  他に、京都ジョブパーク等の主催による交流会

外国人児童等教育支援事業

留学生との共生推進
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＊平成 28年 12月末現在

◆多文化共生推進のための環境づくり
○  メルパルク京都における展開（平成 28年 10月から）
平成 28年 10月に拠点をメルパルク京都地下 1階に移転
○  府民イベント・「あすのKyoto・地域創生フェスタ」への
参加
11月 23日（京都府立植物園）　参加：約 1,400名

○  多文化共生ワークショップの開催　参加：38名
9月 11日（京都府国際センター）
 「未知との遭遇」～多文化交流会で何が起きる !?～

◆多文化共生情報発信事業
○  多言語による生活、災害等情報発信
▼ホームページ（6言語）　アクセス数：126,439件
▼メールマガジン（日本語）　月 1回　登録：843名
▼携帯メール（ひらがな、4言語）　月 2回　登録：600名
▼フェイスブック（日本語、英語）週 2～ 3回
 登録：962名
○センターニュースの発行（日本語、英語）　夏号、冬号

 発行部数：日本語 3,000部　英語 1,000部

◆地域間交流の推進
○  地域交流体験事業「フィールドトリップ」の実施

7月 9日～ 10日：  京丹後市　「バーベキュー、ホームステ
イ等」

 参加：留学生 34名、ホストファミリー 29家族
 共催：京丹後市国際交流協会
10月 23日：南丹市　「茶道・座禅、羽子板絵付け等」
 参加：留学生等 32名
 共催：南丹市国際交流協会

◆モデル日本語教室の開催（京都府国際センター）
【春 期】 月木コース 5月 9日～ 7月 14日
 土曜コース 5月 7日～ 7月 9日
【秋 期】 月木コース 10月 6日～ 12月 19日
 土曜コース 10月 8日～ 12月 10日
【冬 期】 月木コース 1月 19日～ 3月 30日　
 （予定）土曜コース 1月 14日～ 3月 25日
 参加：外国人住民　春期 49名、秋期 51名

○  モデル・カリキュラム、オリジナル・テキストの試用・改善
（ホームページで順次公開）

◆日本語プライベートレッスンの実施
登録ボランティアによるレッスン（京都府国際センター）
外国人住民　延べ 1,018名が受講

◆地域日本語学習支援体制の整備
○日本語学習支援ボランティア養成講座

5月 14日～ 7月 16日 　全 10回（城陽市国際交流協会）
 参加：32名
 共催：城陽市国際交流協会
9月 24日～ 12月 17日　  全 10回（市民交流プラザふくちやま） 
参加：32名

 共催：福知山市国際交流ネットワーク会議
11月 25日（宇治市生涯学習センター）　参加 20名
 共催：宇治市国際親善協会
○  日本語学習支援ボランティア研修会

  7月 23日、30日、8月 6日（峰山総合福祉センター峰山
地域公民館）　参加：20名

平成 28年度

多文化共生のための地域づくり

日本語学習支援事業

 共催：京丹後市国際交流協会
8月 20日（南丹市国際交流会館）　　参加：25名
 共催：  亀岡国際交流協会、南丹市国際交流協会、

京丹波町国際交流協会
9月 4日（精華町立図書館）　　参加：46名
 共催：精華町、せいかグローバルネット
○  日本語学習支援ネットワークの構築
▼京都府北中部日本語教室ネットワーク会議
　第 1回：7月 28日（南丹市国際交流会館）
　第 2回：2月 2日（予定）（南丹市国際交流会館）
▼  京都府内の地域日本語教室で構成される「京都にほんご

Rings」との連携
・活動の本拠を国際センター内に設置
○  ＷＥＢ通信システムを活用した日本語学習支援事業
平成 28年 4月～

◆文化庁事業への協力、相互連携
  当センター事業課長が、文化庁事業「平成 28年度地域日
本語教育スタートアッププログラム」のアドバイザーに委
嘱され活動

◆災害時支援体制の構築
○  災害時外国人支援ワーキング会議

7月 13日、11月 16日（京都府国際センター）
12月 3日（精華町けいはんなプラザ）
 参加：市町村国際化協会 11団体、行政 1府 7市町
○  現地災害多言語支援センター設置・運営　研修・訓練の実施
▼多言語支援センター設置・運営訓練 in 精華
　・実施に向けた協議・調整
 第 1回　　10月 2日（精華町役場）
 第 2回　　10月 20日（けいはんなプラザ）
 事前研修　11月 26日（むくのきセンター）
　・多言語支援センター設置・運営訓練の実施
 12月 3日（精華町けいはんなプラザ）
 参加：  市町村国際化協会 5団体、京都府、3市町

　計 38名
▼災害時多言語支援センター設置・運営訓練
　8月 28日（京丹後市峰山庁舎）
　・京丹後市国際交流協会、京丹後市との共同実施
▼災害時外国人支援入門研修
　12月 11日（ガレリアかめおか）　　参加：28名
 共催：亀岡市、亀岡国際交流協会
○  外国人住民のための防災オリエンテーション、訓練の実施
▼外国人のための防災訓練
　9月 4日（南丹市園部保健福祉センター）　　参加：64名
 共催：  南丹市国際交流協会、亀岡国際交流協会、

京丹波町国際交流協会
▼災害時外国人支援訓練
　10月 2日（福知山防災センターほか）　参加：44名
 共催：綾部国際交流協会
　11月 6日（寺田南小学校ほか）　参加：25名
 共催：城陽市国際交流協会
○  災害時外国人サポーター（ボランティア）の募集・登録
　（41名）
○  日本語支援ボランティア養成講座の実施

11月 25日（宇治市生涯学習センター）　 参加：20名
 共催：宇治市国際親善協会
○  災害時外国人対応に係る職員の派遣
▼熊本地震発生に対する職員の現地派遣
 期間：4月 25日～ 29日
 派遣先：（一財）熊本市国際交流振興財団
▼災害時外国人対応に関する報告会等への職員の派遣（講師等）
　7月 13日（京都府国際センター）熊本地震現地活動報告会
　8月 30日  （マイドームおおさか）　災害時外国人支援に

ついて考える～熊本地震における実績と課題～
　12月 4日  （関西学院大学）　わーるど・にじいろ・まつ

り 2016「災害時の外国人対応について」

災害時支援事業
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○  関西留学生音楽祭　in Kyoto 24th の開催支援
12月 10日（文化パルク城陽）
参加：学生 52名、観客 800名

○  日本文化紹介活動の支援（京都府国際センター内）
  書道、手まり、生け花、着物着つけ、折り紙、日本舞踊、
茶道
○  国際交流員による自主企画活動　参加：37名

6月 15日～ 20日：写真パネル展
6月 18日：講演会

○  国際交流員の派遣（講演、ワークショップ等　計3回）
 参加者：小・中校生、地域住民等　計　約 200名

◆   JICA（独立行政法人 国際協力機構）京都デスクの
配置

◆国際協力ステーション（第16回）開催
9月 10日～ 11日（京都駅ビル２階、京都府国際センター）
 参加団体：国際活動団体 18団体
 来場者数：2,790名
 共催：JICA関西

◆パネル展の開催

国際交流・国際理解の推進

国際協力の推進

○  近畿地域国際化協会連絡協議会との連携・共催事業
▼研究会の開催　　3回（大阪国際交流センター）
▼研修・訓練の実施　2回（京都市国際交流会館ほか）

◆災害時支援情報の提供
○  防災情報の提供

 提供内容：強い台風の接近にかかる注意喚起情報
 発信日時：10月 4日（台風 18号接近時）
 発信方法：携帯メール、フェイスブック、ホームページ

◆学校関係者、支援者のための情報整備
①  日本語を母語としない保護者のための「日本の学校生活
ガイダンス資料」（ホームページで公開）
②  外国につながりをもつ子ども・保護者とかかわる時のヒ
ント　～進路選択に関わって～（印刷物・ホームページ
で公開）
③バイリンガルを育てる（印刷物・ホームページで公開）
④  学校で活動する母語支援員の方へ　～外国につながりを
持つ子ども・保護者と学校をつなぐために～（印刷物・
ホームページで公開）
⑤  母語支援員を受け入れる学校関係者の方へ（印刷物・ホー
ムページで公開）

◆母語サポーター派遣モデル事業（学校現場での支援）
 派遣件数：6件（計 86.5時間）
 派遣先：府内の公立小学校、中学校
 相談対応 ･情報提供：  13件（日本語の指導法につ

いて等）

◆  外国につながりをもつ子どものための居場所づくり
支援事業（地域における活動支援）＜新規＞
 支援内容：経費負担、情報提供、人材育成など
 支援方法：共催事業として実施
 実績：3件

◆留学生等支援事業
○  留学生等支援員による相談指導（水・土・日曜日）
・  外国人留学生等支援員が生活相談や就職活動に向けた相
談に対応（相談対応 414件、情報提供 341件）

○  留学生等のためのビザ相談（毎月第 4日曜日）
・  出入国管理に関する専門家による無料相談の実施
 相談件数 17件
 協力：京都府行政書士会
○  国際人財ラウンド・テーブルの開催（留学生就職活動支援）
▼企業との交流会・情報交換会 1
　7月 15日（京都府国際センター）
 参加：留学生 40名、企業 11社
　12月 16日（メルパルク京都）
 参加：留学生 40名、企業 18社
 共催：京都ジョブパーク
▼企業との交流会・情報交換会 2　（京都府国際センター）
　7月 24日、8月 12日、9月 16日、23日、10月 5日
 参加：計　留学生 40名、企業 5社
 協力：NPOキャプセイ
 ※  他に京都ジョブパーク等の主催による交流会・

情報交換会に計 5回協力
▼就職活動ガイダンス
　5月 18日、11月 9日、25日　参加：計 2大学、留学生 17名

◆留学生等の交流推進
○京都留学生体育祭（第11回）の開催

11月 26日（島津アリーナ京都）
 参加：京都で学ぶ留学生、日本人学生等 300名
 共催：京都留学生体育祭実行委員会、京都府

外国人児童等教育支援事業

留学生との共生推進
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7月 1日   財団法人京都府国際センター設立 (京都府庁
内 )　西島安則 氏が理事長に就任

7月 30日 きょうと探訪留学生ツアー開催
8月 30日 賛助会員募集開始
9月 3日 近畿地域国際化協会連絡協議会に加入

10月 1日 外国籍府民のための生活相談事業開始
10月 10日 設立記念事業「国際協力フォーラム」開催
10月 23日 国際理解講座開始
11月 6日 京都府災害ボランティア運営協議会に加入
11月 20日 京都府国際センター NEWS（機関紙）創刊
12月 18日 自治大臣から地域国際化協会として認定

2月 12日 京都地域留学生交流推進協議会に加入
3月 2日 国際文化サロン開催
3月 8日 京都府歴史めぐり「フィールドトリップ」開催
5月 27日 地域国際化協会連絡協議会に加盟
9月 8日   京都駅ビル (８階京都府旅券事務所隣接コー

ナー )において、「印紙等販売及び写真撮影事
業」開始

9月 11日 京都駅ビル（９階）に移転
 オープニングセレモニー開催
11月 15日 移転記念事業「国際文化交流フォーラム」開催
12月 24日 「地球環境京都宣言」に宣言者として参加

1月 22日 外国人のための日本語教室開始
3月 14日 陝西省府民訪問団に参加
5月 27日   京都文化ふれあい大学プログラム（以後京都

国際塾「Meet The Kyoto」）実施

4月 1日 インターネットによる情報提供事業開始
 国際活動団体支援育成事業開始
 国際活動情報紙「KYOTO TRY-OUTS」創刊

8月 16日 日本・太平洋島嶼国若人交流事業実施

3月 11日　きょうと北部 21世紀セミナー開催
5月 1日　京都府から特定公益増進法人に認定

10月 22日　オクラホマ州府民訪問団に参加

平成８年／1996年

平成9年／1997年

平成10年／1998年

平成11年／1999年

平成12年／2000年

4月 1日   ホームページによる生活サポート情報提供事
業開始

10月 13日  設立 5周年記念事業「京都府国際センター感謝
と交流の集い」開催、設立 5周年記念誌刊行

10月 24日   国際協力ステーション第１回「京都発　世界
へ」開催

11月 22日 京都パイオニア塾「Pioneer Kyoto 21」開催
11月 23日   第３回世界水フォーラム記念事業「国際文化

フォーラム」開催

4月 1日 評議員会発足
5月 10日 ＮＰＯ等との協働事業開催

10月 18日   京都府・陜西省友好提携 20周年記念事業「国
際文化フォーラム」開催

8月 29日 外国籍府民地域づくり参画事業開催
10月 14日 レニングラード州府民訪問団に参加
10月 23日   京都府・レニングラード州友好提携１０周年

記念事業「国際文化フォーラム」開催

5月 30日 外国籍府民によるＦＭ放送発信事業実施

4月 1日 海外人材ジョブカフェ・モデル事業への協力
10月 14日   設立 10周年記念事業「国際フェスティバル」

開催
10月 16日 設立 10周年記念誌刊行
10月 21日   設立 10周年記念事業「国際文化フォーラム」

開催

10月 10日   京都府・エディンバラ市友好提携 10周年記念事
業「エディンバラ芸術大学公開セミナー」開催

平成13年／2001年

平成14年／2002年

平成15年／2003年

平成16年／2004年

平成17年／2005年

平成18年／2006年

平成19年／2007年

年譜　公益財団法人京都府国際センター　２０年の歩み
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9月 1日   防災訓練における「外国人専門相談所」開設
訓練実施

6月 27日　  京丹後市において日本語支援ボランティア養
成講座実施 (府域における日本語教室立ち上
げ支援開始 )

3月 10日   外国籍府民向け防災ガイドブック作成（やさ
しい日本語、英語、中国語、韓国・朝鮮語、
スペイン語、ポルトガル語）

10月 2日 国際協力ステーション 10周年記念事業
11月 14日   京都留学生体育祭 (第５回 )の主催者に加わ

り開催
12月 20日 尾池和夫氏が理事長に就任

4月 8日   東日本大震災の発生後、近畿地域国際化協会
連絡協議会会長協会として仙台市災害多言語
支援センターを支援

4月 20日   文化庁「生活者としての外国人」のための日
本語教育事業の取組開始

10月 31日   日本語教室ネットワーク「京都にほんご
Rings」活動本拠をセンター内に設置

11月 8日 エディンバラ芸術大学交流事業実施 *
11月 10日 公募によるロゴマークを決定・発表 *
11月 30日 多文化共生コーディネーター育成研修開催 *
 * 設立 15周年記念事業

1月 21日　  災害多言語支援センター設置運営訓練実施開
始

3月 31日　設立 15周年記念誌（記録誌）刊行
4月 1日　公益財団法人に移行
4月 1日　  京都府との協定に基づき ｢きょうと留学生ハ

ウス｣ 管理運営事業開始
6月 3日　 外国人留学生の交流とキャリア形成を支援する

「国際人財ラウンドテーブル」開始

平成20年／2008年

平成21年／2009年

平成22年／2010年

平成23年／2011年

平成24年／2012年

3月 27日　「京都にほんご教室マップ」作成
5月 1日　留学生等支援員による相談窓口開設

10月 30日　「外国人住民の防災意識調査」結果公表

6月 6日　  日本語初期指導担当者養成講座開始
11月 23日　  府民イベント ｢あす Kyoフェスタ」に初参加

3月 20日　  外国籍府民向け防災ガイドブック（インドネ
シア語、ベトナム語、タイ語版）作成

6月 1日　  ＷＥＢ通信システムを活用した日本語学習支
援事業実施

6月 25日　  市町村国際化協会等による災害時外国人支援
ワーキング会議発足

4月 25日　   熊本地震発生後、職員１名を現地の災害多言
語支援センターに派遣

9月 10日　  国際協力ステーション（第 16回）開催（20
周年記念事業）

10月 1日　メルパルク京都に移転

3月 25日　  設立 20周年記念式典・フォーラム開催
 設立 20周年記念誌刊行

平成25年／2013年

平成26年／2014年

平成27年／2015年

平成28年／2016年

平成29年／2017年
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公益財団法人京都府国際センターの概要

財団法人設立
平成 8年（1996年）7月 1日

公益財団法人移行
平成 24年 （2012年）4月 1日

設立目的
広く府民、市町村、民間団体等との連携・協力を図
り、多文化共生の社会づくり並びに府民の国際交流及
び国際協力など地域の国際化を進める取組を積極的に
推進することによって、21世紀の京都府の人づくり、
文化の振興、地域の活性化を図るとともに、世界の平
和と繁栄に寄与する。

事業内容
・多文化共生の地域づくりに関する事業
・  多文化共生に係る国際理解、国際交流、国際協力等
に関する事業

基本財産額
1億円

代表者
理 事 長 尾池 和夫（京都造形芸術大学学長）
副理事長 須藤 眞志（国連協会京都府本部理事長）

役員等
会　長 山田 啓二（京都府知事）
評議員 15名
理　事 16名
監　事 2名

所在地、連絡先
〒 600-8216
京都市下京区東洞院通七条下る東塩小路町 676番地 13
メルパルク京都　B1F
　TEL 075-342-5000
　FAX 075-342-5050
　E-mial main@kpic.or.jp
　URL http://www.kpic.or.jp/

開館時間
時　間 午前 10時～午後 6時
休館日   毎月第 2・第 4火曜日、祝日、

年末年始 （12月 29日～ 1月 3日）

賛 助 会 員
【対　　象】   京都府国際センターの活動趣旨に賛同いただ

く個人、団体、企業等
【会　　費】   個人会員 /1 口年額 3,000 円（1口以上）
 団体会員 /1 口年額 10,000 円（1口以上）
【入会方法】 ・受付窓口で直接お申込み
 ・  電話、郵便、FAX で入会申込書を御請求

いただいてお申込み
【特　　典】 ・  当センター内スペース（有料）を利用いた

だけます。（団体会員）
 ・  当センター各種講座等に優先して参加いた

だけます。
 ・他団体との提携による特典を用意しています。

寄 付 金
  　皆様から寄せられた寄付金は、様々な地域国際化事業、
団体運営に充ててまいります。
  　当センターへの寄付金は、公益財団法人に対するもの
として、法人の場合は損金扱い、個人の場合は寄付金控
除の対象となる税制上の優遇措置があります。
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通
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地下鉄
5番口

メルパルク京都 B1F 京都府国際センター
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公益財団法人 京都府国際センター
Kyoto Prefectural International Center

〒 600-8216
京都市下京区東洞院通七条下ルメルパルク京都地下 1階

TEL：075-342-5000　FAX：075-342-5050
E-mail：main@kpic.or.jp
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